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令和３年第3回定例会の予定

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

ワクチン接種が進んでいます。自治体の対応について、当初は「予約電話がつながら
ない」といった批判が多くありましたが、“いざ鎌倉”と集まった本市職員13名のプロ
ジェクトチームをはじめ、家族、医療機関の皆様のご協力のもと、65歳以上の接種につ
いては順調に行われています。
自治体による接種が着実に進み、効率重視の職域や大学での接種が加われば、スピー
ドは更に速まり、集団免疫の獲得が期待できます。
改めて医療関係者の皆様とワクチン接種の実務に日々携わっていただいている本市職
員の皆様に感謝の言葉を贈りたいと思います。本当にありがとうございます。

第２回定例会の結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．４ Pickup案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．５
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特集 ３つのチカラで取り組むワクチン接種………………………………Ｐ．2
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保健師や看護師を含め13名をメンバーとしたワクチン接
種対策室を設置しています。ワクチン接種は市の事務の中
でも特に重要なものと位置付けており、他部署の職員も相
談窓口での対応に協力し、全庁を挙げて取り組んでいます。

日々コロナと闘いながら、市民の皆さんの安全・安心の
ために職務に励んでいる職員の皆さんに心から感謝の意
を表します。

在宅介護を受けている方や障害をお持ちの方などで予約が
困難な方、接種に不安がある方が出てくると思いますの
で、対応の拡充を検討していただきたいです。

これまで予約が困難な高齢者のための予約相談窓口なども
設置しました。ご自身で予約できない方については、担当
課と連携して予約・接種ができる体制を整えていきます。

～新型コロナウイルスワクチン接種　　　 対策室の職員に聞いてみました～

65歳以上の高齢者のワクチン接種の予約は85％を超え、接種も順調に進み、
64歳以下の方々の接種が始まっています。　
市民の健康と安全のために激務に励んでいる新型コロナウイルスワクチン接種
対策室の職員にお忙しい中お時間をいただき、広報委員会委員が高齢者の予
約・接種がスムーズに行われた秘訣を聞いてみました。

市で一括して予約を受け付けたからです。また、本市では
Webでの予約が多いので、ご家族をはじめ、高齢者の周
囲の方のご協力が大きく影響しました。市民の皆さんのご
協力に感謝しています。

すべての予約状況が一括して把握でき、医療機関の負担
も軽減できるんですね！
今後もスムーズな予約のため、市民の皆さんにはWeb
予約の活用にご協力をお願いします。

近所のかかりつけ医で接種できるのは安心ですね。
多くの医療機関のご協力があって、個別接種できるんですね。

身近なかかりつけ医で安心して接種していただくことがで
き、個別の医療機関が休みの日には、集団接種会場でも接
種していただけます。市民の方が接種しやすい体制を整え
ました。

※インタビューは6月末に行われたものです。

新型コロナウイルスワクチン接種
対策室の職員

市民の皆さん、医療機関、接種対策室のメンバーなど、様々な方のご協力とご
尽力により、スムーズなワクチンの予約・接種が行われているんですね。64歳
以下の方も安心して予約・接種ができますね！
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Pickup
子
ど
も
た
ち
が
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
し
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で

き
、
社
会
の
中
で
生
き
抜
く
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
一
人
ひ

と
り
の
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま

す
。小

学
校
に
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
招
い
て
共
生
社
会
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
り
、
中
学
校
に
専
門
知
識
者
を
招
い
て
各
種
職
業
に

つ
い
て
講
話
を
行
っ
て
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
た

り
し
ま
す
。

Q
　
中
学
生
の
職
業
体
験
な
ど
を
す
で
に

行
っ
て
い
る
が
、
今
回
は
新
た
な
事

業
か
。

A
　
県
か
ら
モ
デ
ル
校
と
し
て
指
定
さ
れ

た
た
め
、
新
た
に
事
業
を
行
う
。

工
事
内
容

・
外
装
工
事
（
屋
上
防
水
、
外
壁
改

修
、
外
部
建
具
な
ど
）

・
内
装
工
事
（
天
井
張
替
、
ト
イ
レ
改

修
、
壁
塗
替
、
黒
板
改
修
な
ど
）

・
設
備
工
事
（
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
非
常
放
送
設
備
更

新
な
ど
）

・
そ
の
他
工
事
（
渡
り
廊
下
の
改
修
な

ど
）

Q
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
今
後
の
計
画
は
。

A
　
小
中
学
校
の
９
年
か
け
て
作
成
す
る

気
づ
き
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス

ポ
ー
ト
を
活
用
し
、
自
分
の
個
性
や

未
来
の
理
想
を
設
定
す
る
サ
ポ
ー
ト

を
充
実
し
て
い
く
。

可決

Pickup

補
正
予
算
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

Pickup
老
朽
化
状
況
調
査
で
健
全
度
が
低
い
白
木
中
学
校
の
校
舎
の
不
具
合
を

直
し
、
建
物
の
耐
久
性
を
高
め
る
こ
と
に
加
え
、
建
物
の
機
能
や
性
能
を

引
き
上
げ
る
改
修
を
行
い
、
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

夏
休
み
期
間
を
中
心
に
工
事
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
徒
と
作
業
員

の
接
触
を
最
小
限
に
す
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

講
じ
、
学
習
環
境
に
十
分
配
慮
し
た
工
事
体
制
と
し
ま
す
。

可決

Pickup

白
木
中
学
校
校
舎
長
寿
命
化
の
工
事
を

行
い
ま
す
。

令和３年　　第２回定例会の結果
会期２４日間　６月１日～６月２４日

今回の議案
補正予算・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２件 条例の改正・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５件
契約案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件 人事案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１件

全ての議案内容は、
北名古屋市議会ホームページの
「議案・請願とその審議結果」

をご覧ください。

今号では、
色の付いている議案を
ピックアップし

具体的にどう変わるのかを
（P.5）に掲載しております。

白木中学校
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一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

防災環境

総務総務

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
８
人

質
問
22
項
目

北
名
古
屋
市
に
は
、
ア
ー
ト
エ
リ
ア

ロ
ー
ド
の
ほ
か
、
様
々
な
場
所
に
彫
刻
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
「
美
し
い
愛
知
づ
く

り
景
観
資
源
６
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て

お
り
、
著
名
な
彫
刻
家
の
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ー
ト
エ
リ
ア
ロ
ー
ド
が
愛
知
県
快
適

空
間
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
30
年
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
彫
刻
エ
リ
ア
を
生
か

し
て
北
名
古
屋
市
の
彫
刻
芸
術
を
広
め
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
五
条
川
の
桜
、
歴
史
あ
る
神
社

や
寺
院
な
ど
他
に
も
あ
る
景
観
資
源
を
生

か
し
て
、
行
政
、
団
体
、
法
人
、
企
業
、

小
売
業
、
市
民
が
一
体
と
な
り
、
市
外
か

ら
人
や
物
な
ど
を
呼
び
込
む
施
策
を
行
う

考
え
は
。

 
企
画
情
報
課
長

彫
刻
等
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
の
見
直
し
を
重

ね
て
き
た
も
の
の
、
彫
刻
作
品
を
制
作
す

る
学
生
が
減
少
し
、
入
れ
替
え
用
の
作
品

が
安
定
的
に
供
給
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
事
業
を
終
了
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
市
の
財
政
状
況
に
合

わ
せ
て
市
民
活
動
団
体
や
企
業
な
ど
の
民

間
活
力
の
導
入
を
含
め
、
様
々
な
景
観
資

源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

福
岡
　康
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

北
名
古
屋
市
野
外
彫
刻
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
女
性
を
取
り
巻
く

環
境
が
急
速
に
悪
化
し
、
失
業
や
休
業
も

増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
生
理

用
品
を
買
う
お
金
が
な
い
、
利
用
で
き
な

い
、
利
用
し
に
く
い
等
の
環
境
に
あ
る

「
生
理
の
貧
困
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。公

明
党
市
議
団
は
、
市
長
に
、
声
を
上

げ
ら
れ
な
い
人
に
生
理
用
品
を
無
償
提
供

で
き
る
仕
組
み
等
を
含
む
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
緊
急

要
望
書
」
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
に
関
す

る
現
在
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の

市
と
し
て
の
取
組
は
。

 

市
民
活
動
推
進
室
長

　
生
理
用
品
と
と
も
に
相
談
窓
口
等
の
情

報
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
を
学
校
や
公
共
施

設
、
市
役
所
の
窓
口
等
で
配
布
す
る
。
生

理
用
品
の
提
供
を
き
っ
か
け
に
、
き
め
細

や
か
で
身
近
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
を

継
続
し
て
行
う
こ
と
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
い
つ
で
も
生
理
用

品
を
入
手
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
個
室
ト

イ
レ
へ
配
備
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
女

性
活
躍
交
付
金
を
活
用
す
る
予
定
で
、
今

後
は
民
間
団
体
と
連
携
し
て
い
く
。

■
避
難
所
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て

■
感
染
予
防
用
品
備
蓄
の
市
民
へ
の
啓
発

に
つ
い
て

間
宮
　文
枝
（
公
明
党
）

「
生
理
の
貧
困
」
へ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
火
水
槽
の
代
わ
り
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
消
防
用
深
井
戸
の
井
戸
水
を
災
害

時
に
生
活
用
水
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。

①
　
市
内
の
井
戸
の
数
を
把
握
し
て
い
る

か
。

②
　
災
害
時
に
井
戸
の
水
を
生
活
用
水
と

し
て
使
用
で
き
る
か
。
そ
の
際
の
水
質
・

水
量
検
査
を
含
め
た
管
理
は
。

③
　
災
害
時
に
飲
料
水
を
確
保
す
る
際
、

水
道
企
業
団
と
の
協
力
体
制
は
。
現
在
備

蓄
し
て
い
る
飲
料
水
の
量
は
。
万
が
一
の

場
合
は
、
井
戸
水
・
防
火
水
槽
・
プ
ー
ル

の
水
等
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
す
る
考
え

は
。

 

防
災
交
通
課
長

①
　
市
内
西
地
区
に
64
か
所
設
置
さ
れ
て

い
る
。

②
　
災
害
時
に
ト
イ
レ
や
洗
濯
水
と
し
て

利
用
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
目
的
が
火

災
の
消
火
用
で
あ
る
た
め
、
水
質
・
水
量

検
査
の
義
務
は
な
い
。
給
水
活
動
に
は
安

全
確
保
対
策
を
行
い
、
自
主
防
災
会
や
地

元
消
防
団
と
連
携
す
る
。

③
　
飲
料
水
の
給
水
活
動
に
係
る
職
員
の

協
力
体
制
等
に
つ
い
て
は
、
水
道
企
業
団

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
飲
料
水
の
備
蓄

量
は
、
現
在
約
１
０
８
万
リ
ッ
ト
ル
で
、

お
お
よ
そ
３
日
分
の
市
民
の
飲
料
水
を
確

保
し
て
い
る
。
井
戸
水
や
防
火
水
槽
を
飲

料
水
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
有
害
な

化
学
物
質
を
完
全
に
除
去
す
る
こ
と
が
困

難
な
こ
と
か
ら
使
用
で
き
な
い
。
プ
ー
ル

の
水
は
、
一
定
条
件
下
で
浄
化
す
る
こ
と

で
飲
料
用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
総
合
防
災
訓
練
で
検
証
し
て
い

く
。

熊
澤
　真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

消
防
用
深
井
戸
の
災
害
時
活
用
に
つ
い
て
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一
般
質
問
と
は

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に

つ
い
て
、市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を

行
い
ま
す
。今
回
の一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

　
一
般
質
問
の
内
容
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
議
会
」か
ら『
議
会
録
画
中
継
』を
選
択
し
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

防災環境

総務総務

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問
議
員
８
人

質
問
22
項
目

北
名
古
屋
市
に
は
、
ア
ー
ト
エ
リ
ア

ロ
ー
ド
の
ほ
か
、
様
々
な
場
所
に
彫
刻
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
「
美
し
い
愛
知
づ
く

り
景
観
資
源
６
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
て

お
り
、
著
名
な
彫
刻
家
の
作
品
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ー
ト
エ
リ
ア
ロ
ー
ド
が
愛
知
県
快
適

空
間
賞
を
受
賞
し
て
か
ら
30
年
が
経
過
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
彫
刻
エ
リ
ア
を
生
か

し
て
北
名
古
屋
市
の
彫
刻
芸
術
を
広
め
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
五
条
川
の
桜
、
歴
史
あ
る
神
社

や
寺
院
な
ど
他
に
も
あ
る
景
観
資
源
を
生

か
し
て
、
行
政
、
団
体
、
法
人
、
企
業
、

小
売
業
、
市
民
が
一
体
と
な
り
、
市
外
か

ら
人
や
物
な
ど
を
呼
び
込
む
施
策
を
行
う

考
え
は
。

 

企
画
情
報
課
長

彫
刻
等
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
関
す
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
内
容
の
見
直
し
を
重

ね
て
き
た
も
の
の
、
彫
刻
作
品
を
制
作
す

る
学
生
が
減
少
し
、
入
れ
替
え
用
の
作
品

が
安
定
的
に
供
給
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
事
業
を
終
了
し
た
。

し
か
し
、
今
後
の
市
の
財
政
状
況
に
合

わ
せ
て
市
民
活
動
団
体
や
企
業
な
ど
の
民

間
活
力
の
導
入
を
含
め
、
様
々
な
景
観
資

源
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

福
岡
　康
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

北
名
古
屋
市
野
外
彫
刻
ロ
ー
ド
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
女
性
を
取
り
巻
く

環
境
が
急
速
に
悪
化
し
、
失
業
や
休
業
も

増
加
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
生
理

用
品
を
買
う
お
金
が
な
い
、
利
用
で
き
な

い
、
利
用
し
に
く
い
等
の
環
境
に
あ
る

「
生
理
の
貧
困
」
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。公

明
党
市
議
団
は
、
市
長
に
、
声
を
上

げ
ら
れ
な
い
人
に
生
理
用
品
を
無
償
提
供

で
き
る
仕
組
み
等
を
含
む
「
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
女
性
の
負
担
軽
減
に
関
す
る
緊
急

要
望
書
」
を
提
出
し
た
が
、
こ
れ
に
関
す

る
現
在
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、
今
後
の

市
と
し
て
の
取
組
は
。

 

市
民
活
動
推
進
室
長

　
生
理
用
品
と
と
も
に
相
談
窓
口
等
の
情

報
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
を
学
校
や
公
共
施

設
、
市
役
所
の
窓
口
等
で
配
布
す
る
。
生

理
用
品
の
提
供
を
き
っ
か
け
に
、
き
め
細

や
か
で
身
近
に
寄
り
添
っ
た
相
談
支
援
を

継
続
し
て
行
う
こ
と
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
児
童
生
徒
が
い
つ
で
も
生
理
用

品
を
入
手
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
個
室
ト

イ
レ
へ
配
備
し
て
い
く
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
女

性
活
躍
交
付
金
を
活
用
す
る
予
定
で
、
今

後
は
民
間
団
体
と
連
携
し
て
い
く
。

■
避
難
所
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て

■
感
染
予
防
用
品
備
蓄
の
市
民
へ
の
啓
発

に
つ
い
て

間
宮
　文
枝
（
公
明
党
）

「
生
理
の
貧
困
」
へ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

防
火
水
槽
の
代
わ
り
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
消
防
用
深
井
戸
の
井
戸
水
を
災
害

時
に
生
活
用
水
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
。

①
　
市
内
の
井
戸
の
数
を
把
握
し
て
い
る

か
。

②
　
災
害
時
に
井
戸
の
水
を
生
活
用
水
と

し
て
使
用
で
き
る
か
。
そ
の
際
の
水
質
・

水
量
検
査
を
含
め
た
管
理
は
。

③
　
災
害
時
に
飲
料
水
を
確
保
す
る
際
、

水
道
企
業
団
と
の
協
力
体
制
は
。
現
在
備

蓄
し
て
い
る
飲
料
水
の
量
は
。
万
が
一
の

場
合
は
、
井
戸
水
・
防
火
水
槽
・
プ
ー
ル

の
水
等
を
飲
料
水
と
し
て
使
用
す
る
考
え

は
。

 

防
災
交
通
課
長

①
　
市
内
西
地
区
に
64
か
所
設
置
さ
れ
て

い
る
。

②
　
災
害
時
に
ト
イ
レ
や
洗
濯
水
と
し
て

利
用
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
。
目
的
が
火

災
の
消
火
用
で
あ
る
た
め
、
水
質
・
水
量

検
査
の
義
務
は
な
い
。
給
水
活
動
に
は
安

全
確
保
対
策
を
行
い
、
自
主
防
災
会
や
地

元
消
防
団
と
連
携
す
る
。

③
　
飲
料
水
の
給
水
活
動
に
係
る
職
員
の

協
力
体
制
等
に
つ
い
て
は
、
水
道
企
業
団

と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
飲
料
水
の
備
蓄

量
は
、
現
在
約
１
０
８
万
リ
ッ
ト
ル
で
、

お
お
よ
そ
３
日
分
の
市
民
の
飲
料
水
を
確

保
し
て
い
る
。
井
戸
水
や
防
火
水
槽
を
飲

料
水
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、
有
害
な

化
学
物
質
を
完
全
に
除
去
す
る
こ
と
が
困

難
な
こ
と
か
ら
使
用
で
き
な
い
。
プ
ー
ル

の
水
は
、
一
定
条
件
下
で
浄
化
す
る
こ
と

で
飲
料
用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
総
合
防
災
訓
練
で
検
証
し
て
い

く
。

熊
澤
　真
澄
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

消
防
用
深
井
戸
の
災
害
時
活
用
に
つ
い
て
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総務

総務 防災環境

防災環境　
L
G
B
T
Q
と
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
総
称
で
あ
り
、
当
事
者
の
差
別
や

偏
見
は
人
権
問
題
と
い
う
認
識
を
持
ち
、

幅
広
く
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

①
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
L
G
B
T
Q

の
方
へ
の
配
慮
は
。

②
　
職
員
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る
た
め

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
か
。
L
G
B
T
Q

へ
の
理
解
へ
の
取
組
や
情
報
の
見
え
る
化

は
。

③
　
市
民
対
象
の
L
G
B
T
Q
に
関
す
る

講
座
や
当
事
者
へ
の
相
談
体
制
は
。

④
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

 

市
民
活
動
推
進
室
長

①
　
性
別
記
載
欄
の
見
直
し
を
実
施
し
、

窓
口
で
の
本
人
確
認
手
続
等
に
も
対
応
し

て
い
る
。

②
　
令
和
元
年
度
に
当
事
者
と
の
交
流
を

交
え
た
研
修
を
実
施
。
取
組
の
見
え
る
化

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
紙

等
も
活
用
し
て
い
く
。

③
　
平
成
27
年
度
、
29
年
度
に
市
民
団
体

と
協
力
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
今
後
も

市
民
団
体
と
連
携
し
て
多
様
な
性
の
理
解

促
進
に
取
り
組
む
。
専
門
の
相
談
窓
口
は

な
い
が
、
悩
み
事
に
関
す
る
各
種
相
談
窓

口
一
覧
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

④
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
市
民
へ
の
多
様
な
性
の
理

解
促
進
を
図
り
、
今
後
検
討
す
る
。

■
教
育
現
場
に
お
け
る
L
G
B
T
Q
へ
の

対
応
に
つ
い
て

■
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

上
野
　雅
美
（
無
会
派
）

L
G
B
T
Q
（
性
的
少
数
者
）
へ
の

理
解
促
進
に
つ
い
て
　
　
　
　そ

の
他
の
質
問

公
共
施
設
は
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
り
、
民
間
施
設
等
で
代

替
す
る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
が
管
理
運

営
す
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
あ
る

べ
き
。
ま
た
、
住
民
と
自
治
体
の
共
同
資

産
で
あ
り
、
施
設
そ
の
も
の
が
地
域
に

と
っ
て
必
要
か
ど
う
か
は
住
民
自
ら
が
課

題
と
し
て
受
け
止
め
、
自
治
体
が
支
援
す

る
の
が
本
来
の
公
民
連
携
で
あ
る
。
そ
し

て
、
公
共
施
設
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
の
場
と
し
て
、
地
域
社
会
に
対
す
る

影
響
は
大
き
い
。

西
図
書
館
の
廃
止
に
よ
り
「
他
の
施
設

も
廃
止
さ
れ
る
の
で
は
」
と
の
心
配
や
反

発
の
声
が
大
き
い
だ
け
で
は
な
く
、

「
ネ
ッ
ト
に
力
を
入
れ
て
み
て
は
」
、

「
分
館
と
し
て
の
機
能
は
」
な
ど
、
住
民

か
ら
様
々
な
提
案
も
聞
く
。

公
共
施
設
の
再
編
・
統
廃
合
に
お
け
る

議
論
に
つ
い
て
は
、
住
民
主
体
で
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

副
市
長

50
年
前
と
比
べ
、
現
在
は
民
間
に
よ
り

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
格
段
に
増
え
て

お
り
、
行
政
・
民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

見
極
め
が
重
要
。
住
民
自
治
の
活
動
を
支

援
し
て
い
く
た
め
に
も
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
な
提
供
の
た

め
、
行
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
中
心
に
、
住
民
主
体
の
考
え
方
に
立
っ

て
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い

く
。

■
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
に
つ
い
て

川
渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

住
民
主
体
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

そ
の
他
の
質
問

大
規
模
災
害
発
災
時
、
長
期
に
わ
た
る

避
難
所
生
活
の
中
で
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が

共
に
避
難
を
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
避
難

者
と
共
同
生
活
を
送
る
う
え
で
、
動
物
が

苦
手
な
方
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
な

ど
、
ペ
ッ
ト
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
。

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
「
避

難
所
利
用
者
の
生
活
場
所
と
は
別
の
場
所

に
受
け
入
れ
る
」
「
必
要
に
応
じ
て
ケ
ー

ジ
に
入
れ
る
」
な
ど
記
載
さ
れ
て
い
る

が
。

①
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
課
題
を
想
定

し
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

②
　
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
避
難

所
か
ど
う
か
を
市
民
が
知
る
方
法
は
。

 

防
災
交
通
課
長

①
　
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
や
生
活
環
境
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
、
ペ
ッ
ト
用
非
常
食

の
確
保
を
課
題
と
し
て
想
定
し
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
ル
ー
ル
を
整
理
し
て

い
る
。

最
も
有
効
な
災
害
対
策
は
、
事
前
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
寄
生
虫
駆
除
、
ケ
ー
ジ
に

慣
れ
さ
せ
て
お
く
な
ど
平
常
時
か
ら
の
適

正
な
飼
育
と
考
え
る
。
長
期
に
わ
た
る
避

難
生
活
に
備
え
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
玩
具
な

ど
の
避
難
セ
ッ
ト
の
準
備
、
日
中
の
復
旧

作
業
の
際
に
預
け
ら
れ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
を

事
前
に
確
認
す
る
な
ど
、
飼
い
主
に
よ
る

対
策
が
必
要
。

②
　
市
災
害
対
策
本
部
へ
問
い
合
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
一
斉
メ
ー
ル
配
信
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
を
活
用
し
、
周
知
に
努
め
る
。

■
西
春
高
等
学
校
と
の
災
害
協
定
に
つ
い

て

浅
利
　公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ペ
ッ
ト
同
伴
時
の

避
難
所
で
の
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　
ご
み
減
量
化
に
は
、
ご
み
の
発
生
・
排

出
抑
制
が
特
に
重
要
。
廃
棄
物
と
し
て
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
大
半
は
生

ご
み
で
、
段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
、
微
生
物

の
力
で
生
ご
み
を
分
解
す
る
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
の
推
進
が
、
ご
み
自
体
を
出
さ

な
い
取
組
の
一
つ
と
し
て
有
効
。
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
電
気
も
使
わ
ず
、
悪

臭
も
な
く
、
生
ご
み
が
分
解
さ
れ
て
堆
肥

に
な
る
の
で
、
ご
み
を
減
ら
せ
る
だ
け
で

な
く
、
有
機
肥
料
と
し
て
資
源
循
環
も
で

き
る
。

①
　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
推
進
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
市
民
の
地
球
環

境
保
全
へ
の
意
識
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
家
庭

系
ご
み
の
手
数
料
負
担
を
検
討
す
る
と
あ

る
が
、
有
料
化
で
は
な
く
、
市
民
と
の
課

題
共
有
・
意
識
醸
成
が
重
要
。
市
民
と
共

に
取
り
組
む
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

 

環
境
課
長

①
　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
家
庭
で
手

軽
に
ご
み
減
量
が
図
れ
る
た
め
、
利
用
促

進
に
向
け
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や

公
共
施
設
へ
の
展
示
に
よ
り
啓
発
を
行

う
。
ま
た
、
市
民
団
体
や
事
業
者
と
連
携

し
、
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
を
図
る
。

②
　
有
料
化
の
検
討
も
必
要
だ
が
、
ま
ず

は
ご
み
排
出
抑
制
に
つ
い
て
周
知
し
、
市

民
の
意
識
向
上
を
図
る
。
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
、
ご
み
減
量
化
を
市
民

と
共
に
推
進
し
て
い
く
。

■
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
組

を
求
め
て

■
女
性
の
困
難
か
ら
見
る
寄
り
添
い
相
談

サ
ポ
ー
ト
の
充
実

渡
邉
　麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

市
民
と
共
に
取
り
組
む
ご
み
減
量
化
と

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

そ
の
他
の
質
問
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総務

総務 防災環境

防災環境　
L
G
B
T
Q
と
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
総
称
で
あ
り
、
当
事
者
の
差
別
や

偏
見
は
人
権
問
題
と
い
う
認
識
を
持
ち
、

幅
広
く
理
解
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

①
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
L
G
B
T
Q

の
方
へ
の
配
慮
は
。

②
　
職
員
の
知
識
や
理
解
を
深
め
る
た
め

の
研
修
を
行
っ
て
い
る
か
。
L
G
B
T
Q

へ
の
理
解
へ
の
取
組
や
情
報
の
見
え
る
化

は
。

③
　
市
民
対
象
の
L
G
B
T
Q
に
関
す
る

講
座
や
当
事
者
へ
の
相
談
体
制
は
。

④
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導

入
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

 

市
民
活
動
推
進
室
長

①
　
性
別
記
載
欄
の
見
直
し
を
実
施
し
、

窓
口
で
の
本
人
確
認
手
続
等
に
も
対
応
し

て
い
る
。

②
　
令
和
元
年
度
に
当
事
者
と
の
交
流
を

交
え
た
研
修
を
実
施
。
取
組
の
見
え
る
化

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
情
報
紙

等
も
活
用
し
て
い
く
。

③
　
平
成
27
年
度
、
29
年
度
に
市
民
団
体

と
協
力
し
て
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。
今
後
も

市
民
団
体
と
連
携
し
て
多
様
な
性
の
理
解

促
進
に
取
り
組
む
。
専
門
の
相
談
窓
口
は

な
い
が
、
悩
み
事
に
関
す
る
各
種
相
談
窓

口
一
覧
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

④
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
に
つ

い
て
、
ま
ず
は
市
民
へ
の
多
様
な
性
の
理

解
促
進
を
図
り
、
今
後
検
討
す
る
。

■
教
育
現
場
に
お
け
る
L
G
B
T
Q
へ
の

対
応
に
つ
い
て

■
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て

上
野
　雅
美
（
無
会
派
）

L
G
B
T
Q
（
性
的
少
数
者
）
へ
の

理
解
促
進
に
つ
い
て
　
　
　
　そ

の
他
の
質
問

公
共
施
設
は
基
本
的
人
権
を
保
障
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
り
、
民
間
施
設
等
で
代

替
す
る
の
で
は
な
く
、
自
治
体
が
管
理
運

営
す
る
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
あ
る

べ
き
。
ま
た
、
住
民
と
自
治
体
の
共
同
資

産
で
あ
り
、
施
設
そ
の
も
の
が
地
域
に

と
っ
て
必
要
か
ど
う
か
は
住
民
自
ら
が
課

題
と
し
て
受
け
止
め
、
自
治
体
が
支
援
す

る
の
が
本
来
の
公
民
連
携
で
あ
る
。
そ
し

て
、
公
共
施
設
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

形
成
の
場
と
し
て
、
地
域
社
会
に
対
す
る

影
響
は
大
き
い
。

西
図
書
館
の
廃
止
に
よ
り
「
他
の
施
設

も
廃
止
さ
れ
る
の
で
は
」
と
の
心
配
や
反

発
の
声
が
大
き
い
だ
け
で
は
な
く
、

「
ネ
ッ
ト
に
力
を
入
れ
て
み
て
は
」
、

「
分
館
と
し
て
の
機
能
は
」
な
ど
、
住
民

か
ら
様
々
な
提
案
も
聞
く
。

公
共
施
設
の
再
編
・
統
廃
合
に
お
け
る

議
論
に
つ
い
て
は
、
住
民
主
体
で
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

 

副
市
長

50
年
前
と
比
べ
、
現
在
は
民
間
に
よ
り

提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
格
段
に
増
え
て

お
り
、
行
政
・
民
間
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の

見
極
め
が
重
要
。
住
民
自
治
の
活
動
を
支

援
し
て
い
く
た
め
に
も
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
捉
え
、
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
的
な
提
供
の
た

め
、
行
財
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
中
心
に
、
住
民
主
体
の
考
え
方
に
立
っ

て
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い

く
。

■
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
に
つ
い
て

川
渕
　康
宏
（
日
本
共
産
党
）

住
民
主
体
の
公
共
施
設
の
あ
り
方
を

そ
の
他
の
質
問

大
規
模
災
害
発
災
時
、
長
期
に
わ
た
る

避
難
所
生
活
の
中
で
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が

共
に
避
難
を
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
避
難

者
と
共
同
生
活
を
送
る
う
え
で
、
動
物
が

苦
手
な
方
、
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
方
な

ど
、
ペ
ッ
ト
の
取
扱
い
が
問
題
と
な
る
。

市
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
「
避

難
所
利
用
者
の
生
活
場
所
と
は
別
の
場
所

に
受
け
入
れ
る
」
「
必
要
に
応
じ
て
ケ
ー

ジ
に
入
れ
る
」
な
ど
記
載
さ
れ
て
い
る

が
。

①
　
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
課
題
を
想
定

し
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

②
　
ペ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
避
難

所
か
ど
う
か
を
市
民
が
知
る
方
法
は
。

 

防
災
交
通
課
長

①
　
ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
や
生
活
環
境
の
変

化
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
、
ペ
ッ
ト
用
非
常
食

の
確
保
を
課
題
と
し
て
想
定
し
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
ル
ー
ル
を
整
理
し
て

い
る
。

最
も
有
効
な
災
害
対
策
は
、
事
前
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
、
寄
生
虫
駆
除
、
ケ
ー
ジ
に

慣
れ
さ
せ
て
お
く
な
ど
平
常
時
か
ら
の
適

正
な
飼
育
と
考
え
る
。
長
期
に
わ
た
る
避

難
生
活
に
備
え
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
や
玩
具
な

ど
の
避
難
セ
ッ
ト
の
準
備
、
日
中
の
復
旧

作
業
の
際
に
預
け
ら
れ
る
シ
ェ
ル
タ
ー
を

事
前
に
確
認
す
る
な
ど
、
飼
い
主
に
よ
る

対
策
が
必
要
。

②
　
市
災
害
対
策
本
部
へ
問
い
合
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
一
斉
メ
ー
ル
配
信
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
を
活
用
し
、
周
知
に
努
め
る
。

■
西
春
高
等
学
校
と
の
災
害
協
定
に
つ
い

て

浅
利
　公
惠
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

ペ
ッ
ト
同
伴
時
の

避
難
所
で
の
対
応
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

　
ご
み
減
量
化
に
は
、
ご
み
の
発
生
・
排

出
抑
制
が
特
に
重
要
。
廃
棄
物
と
し
て
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
大
半
は
生

ご
み
で
、
段
ボ
ー
ル
を
利
用
し
、
微
生
物

の
力
で
生
ご
み
を
分
解
す
る
段
ボ
ー
ル
コ

ン
ポ
ス
ト
の
推
進
が
、
ご
み
自
体
を
出
さ

な
い
取
組
の
一
つ
と
し
て
有
効
。
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、
電
気
も
使
わ
ず
、
悪

臭
も
な
く
、
生
ご
み
が
分
解
さ
れ
て
堆
肥

に
な
る
の
で
、
ご
み
を
減
ら
せ
る
だ
け
で

な
く
、
有
機
肥
料
と
し
て
資
源
循
環
も
で

き
る
。

①
　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
推
進
に
つ

い
て
の
考
え
は
。
ま
た
、
市
民
の
地
球
環

境
保
全
へ
の
意
識
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

②
　
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に
家
庭

系
ご
み
の
手
数
料
負
担
を
検
討
す
る
と
あ

る
が
、
有
料
化
で
は
な
く
、
市
民
と
の
課

題
共
有
・
意
識
醸
成
が
重
要
。
市
民
と
共

に
取
り
組
む
ご
み
減
量
化
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

 

環
境
課
長

①
　
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
家
庭
で
手

軽
に
ご
み
減
量
が
図
れ
る
た
め
、
利
用
促

進
に
向
け
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
や

公
共
施
設
へ
の
展
示
に
よ
り
啓
発
を
行

う
。
ま
た
、
市
民
団
体
や
事
業
者
と
連
携

し
、
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
向
上
を
図
る
。

②
　
有
料
化
の
検
討
も
必
要
だ
が
、
ま
ず

は
ご
み
排
出
抑
制
に
つ
い
て
周
知
し
、
市

民
の
意
識
向
上
を
図
る
。
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
、
ご
み
減
量
化
を
市
民

と
共
に
推
進
し
て
い
く
。

■
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取
組

を
求
め
て

■
女
性
の
困
難
か
ら
見
る
寄
り
添
い
相
談

サ
ポ
ー
ト
の
充
実

渡
邉
　麻
衣
子
（
日
本
共
産
党
）

市
民
と
共
に
取
り
組
む
ご
み
減
量
化
と

段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

そ
の
他
の
質
問

段ボールコンポスト（西庁舎）名古屋芸術大学アートスクエア
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総務

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通
信機器のご利用プランごとに異なります。）

※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集
し掲載しているもので、その内容は北名古屋市議会とは関
係ありません。

利用方法
１　下の2次元バーコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索し

て、アプリをダウンロードしてください。
２　インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

インターネットで議会の録画中継や議案の審議結果など様々な情報が見られます

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

こ
ち
ら
か
ら

　是非、この機会に市民の皆様のアクセスを
お待ちしております。

※通信料等はご利用者
　負担となります。

北名古屋市議会 検 索

本会議・委員会開催日（P.12定例会の予定参照）に、市役所東庁舎４階東エレベーター前で傍
聴受付を行います。
本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始３０分前からとなります。
傍聴の際は、検温、手指消毒、マスクの着用等、新型コロナウイルスの感染拡大防止にご協力ください。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。

第１委員会室 本会議場

表紙紹介 鈴木 真緒さん（名古屋芸術大学） 

（作者紹介画像）

ios版 Android版

全国市議会議長会定期総会及び東海市議会議長会定期総会において、地方自治の発展に尽力さ
れた功労により、本市議会からは、３名の方が表彰を受けられました。

黒川サキ子議員
（在職20年）

上野雅美議員
（在職15年）

桂川将典議員
（在職15年）

現
在
、
市
内
に
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
が
あ

る
が
、
名
古
屋
市
北
名
古
屋
工
場
の
東
側

に
温
水
プ
ー
ル
が
建
設
予
定
で
あ
る
。
持

続
可
能
な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら
、
新
し

い
施
設
が
で
き
る
以
上
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル

の
廃
止
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
。

今
後
も
利
用
を
見
込
ん
で
改
修
工
事
が

実
施
済
で
は
あ
る
が
、
５
年
後
、
10
年
後

を
見
据
え
た
時
に
、
あ
る
程
度
の
損
失
が

出
た
と
し
て
も
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め

に
は
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

 

副
市
長

ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。
温
水
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
北
名
古
屋
衛
生
組
合
が
主
体
と
な

り
、
令
和
４
年
に
建
設
予
定
で
あ
る
が
、

レ
ジ
ャ
ー
性
を
有
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル

と
同
種
の
公
共
施
設
と
な
る
の
か
の
判
断

が
必
要
と
な
る
た
め
、
温
水
プ
ー
ル
が
完

成
し
て
営
業
が
開
始
さ
れ
た
後
、
同
種
の

施
設
か
ど
う
か
見
極
め
、
検
討
し
て
い

く
。

　
■
公
共
施
設
統
廃
合
に
お
け
る
財
政
運
営

上
の
課
題
に
つ
い
て

■
市
体
育
館
廃
止
の
場
合
の
財
政
的
試
算

に
つ
い
て

■
市
体
育
館
・
健
康
ド
ー
ム
機
能
統
合
案

の
課
題
に
つ
い
て

■
東
庁
舎
廃
止
の
場
合
の
財
政
的
試
算
に

つ
い
て

■
東
庁
舎
廃
止
又
は
活
用
方
法
の
見
直
し

の
議
論
に
つ
い
て

■
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
の
コ
ス
ト
試
算
及
び

財
政
的
課
題
に
つ
い
て

阿
部
　武
史
（
無
会
派
）

ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル
の
廃
止
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

議会だよりがアプリで読めます
ジャンボプール

「DD－ADHD」
自身の経験を元に発達障害が根源となっている問題をテーマに制作しまし
た。
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編 集 後 記

令和３年第3回定例会の予定

≪皆様の声をお聞かせください≫
議会だよりをより充実させるため、皆様からの
ご意見ご感想をお聞かせください。

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

議会事務局

ワクチン接種が進んでいます。自治体の対応について、当初は「予約電話がつながら
ない」といった批判が多くありましたが、“いざ鎌倉”と集まった本市職員13名のプロ
ジェクトチームをはじめ、家族、医療機関の皆様のご協力のもと、65歳以上の接種につ
いては順調に行われています。
自治体による接種が着実に進み、効率重視の職域や大学での接種が加われば、スピー

ドは更に速まり、集団免疫の獲得が期待できます。
改めて医療関係者の皆様とワクチン接種の実務に日々携わっていただいている本市職

員の皆様に感謝の言葉を贈りたいと思います。本当にありがとうございます。

第２回定例会の結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．４ Pickup案件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P．５
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名古屋芸術大学　芸術学科
２０２０年度　卒業制作
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